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ぎふの木ネットメルマガ No.４５ 
 

 

 

今月号の インデックス はこちら 

 

-----------------------------------------------------------------------------------  

  

ぎふの木ネット ＨＰリニューアル 

５月１９日にセミナーを行います 

会長からの挨拶 

施工事例を募集しています 

配布したい資料等ございますか？ 

ノベルティを募集しています 

ぎふの木ネット公式LINEのご案内 

不動産情報について 

会員の皆様に募集します 



2

 

会員専用ページ 

 

-----------------------------------------------------------------------------------  

 

 

 

 

ぎふの木ネット ＨＰリニューアルしました 

 

 

 

  

ぎふの木ネット協議会のホ

ームページをリニューアル

いたしました。 

情報を整理し閲覧する方

へ、より情報をお届けしや

すいものに変えておりま

す。 
  
⇓⇓ぎふの木ネットHP 
https://gifunoki.net/ 
  
リニューアルに併せて  

森林文化アカデミー 池戸

先生にて、森の現状を説

明する動画を作成し・公開

させて頂いております。 
 
これを見ていただくと森の

中で起きていること、なぜ

積極的に県産材を使って

ほしいのかが分かる内容

となっており、サイトを閲覧

に来た方への訴求力があ

ります。 
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こちらが、リニューアルと併せて作成・公開し

た 森林文化アカデミー 池戸先生 が森の現

状を説明している動画になります。 
  
下記のＵＲＬより動画を見る事が出来ます 
テーマ：県産材が日本の森を救う 
第一話  
https://youtu.be/Bv2e_uZZM9M 
第二話  
https://youtu.be/aqYJLahMlPA 
第三話 
https://youtu.be/_X2bYnFS4pY 

 

 

 

令和５年５月１９日にセミナーを行います 

 

 

 

ぎふの木ネット協議会で計画しています、「ＰＲコンテンツ作成セミナー 第２回」を ＧＷ過ぎ５月１

９日（金）に予定しています。 
  

「スマホで撮影した写真で”クリックしたくなる”バナーづくり」 
  
１０月に板蔵ファクトリーでの第１回リアル開催を行い大変好評を頂いておりました、ＷＥＢやＳＮ

Ｓで活用も出来る自社ＰＲ素材の写真の撮り方のセミナー。今回は第２弾となります。 
こちらのセミナーではリアル開催だったこともあり、その場で撮影方法を講師の天野企画さんに

レクチャー頂きながら、質疑を交えて参加者の方にご説明いただきました。 
  

 
画像は今回講師をいただく(株)天野企画さん（メインは写真右：鷲見彩香さん） 
  
セミナーの概要！！ 
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※必要なのはスマホだけ  

撮影した写真を見栄えよくフォトレタッチ︕  

さらにユーザーがクリックしたくなるようなバナー制作のコツをお教えします。  
ちょっとしたポイントを意識するだけで、目を惹くバナーが簡単に作れます。  

実際に皆さんと一緒にバナーを作っていくワークショップ形式で行うので、その日からすぐに実践

可能です︕ 
  
こちらのセミナーでは その場で 見て・ご質問があればご質問をいただく、という形式がよいかと

思いますので、リアル開催のみとなります。 
  
  
申し込み資料はこちら ⇒ PRコンテンツセミナー 第2回.pdf 
  
   開催予定  

令和５年 ５月１９日 金曜日 

時 間：10：00～11：30 

場 所：板蔵ファクトリー４Ｆ 

    瑞穂市稲里８８－１ 
  
  

講師：(株)天野企画 フォトマスター準１級・デザイナー 鷲見彩香さん 
 

 

 

会長からのご挨拶  

 

 

  
住宅・木材・業界、今そこにある ピンチ と チャンス 
  
                              吉田 芳治 
  
コロナ禍、ウッドショック、ウクライナ問題、グローバルな急速な変化の中で住宅・木材業界に大

きな変化が押し寄せようとしています。 
今後の予想をまとめました。 
  

  ピンチ  

  
 日本の人口減少  世界の人口はどんどん増えています。 
（ 現在 約８０億人 ２０８０年には１００億人オーバーの予測 ） しかし、日本の人口はどんどん

減っています。（ 現在 約１億２,５００万人、直近の出生数が８０万人を割り戦後ピークの１／３

に・・・７年連続で過去最少を記録、２０６０年には８,６００万人位になる予測→３０％以上減少 ） 
  
 新設住宅着工減少  住宅着工はどんどん減りそうです。 
２０２２年 約８６万戸が、２０３０年には７０万戸 ２０４０年には５０万戸予測。 
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更に直近では 資材高騰 の影響で持ち家が減り（約１１％ダウン）分譲や貸家が増えています。 
  
 大工職人減少   ２０００年に 約６５万人 現在約３０万人 
２０３０年には２０万人の予測 
住宅着工の減少より、職人さん減少のペースの方が早い。 
  
木材業界として気になるのは 
  外材の動き    たとえばアメリカでは 
ウクライナ問題 → 資源、エネルギー価格高騰 → 大幅なインフレに → 住宅価格高騰 → 

ＦＲＢにより段階的金利上昇（住宅ローンは現在約６％） → 住宅着工のブレーキ → 外材価

格の下落 
こうした背景のもと輸出ドライブがかかる予測もあります。 
しかし、大きな変化の中には、チャンスととらえる動きもあると感じています。 
  

  チャンス  

  
それは脱炭素化に向けての大きな潮流です。 
  
 脱炭素化   私は昨年から岐阜県の脱炭素化推進会議のメンバーとして数回の会議に出席

し、国・県の方向性について多くの情報をいただいています。直近大きな変化がありました。 
  
 岐阜県の目標   
２０１５年のパリ協定に沿って２０２０年 日本政府は「カーボンニュートラル宣言」を発表しまし

た。 
  
日本の基本方針は 
２０５０年カーボンニュートラル、２０３０年には４６％削減（２０１３年比）というものでした。 
岐阜県では先日、 
 ２０５０年カーボンニュートラル、２０３０年には ４８％削減（２０１３年比）といったチャレンジング

な目標が決められました。 
国は今後１０年間で脱炭素化に向けて１５０兆円の投資を官・民にて予定をしています。先月末

には新県庁の５００人収容のミナモホールにて脱炭素化フォーラムが行われました。その中で中

小企業の取り組みが２社ほど紹介されましたが、（こうした動きは大手中心の動きかと思ってまし

たが、正直びっくりしました。） 
その手順は   〇年間 ＣＯ２排出量の測定（専門コンサル等） 
        〇年間 削減計画 → 実行 
        〇年間 チェック、反省 更なる取り組み 
中小企業であっても、２０３０年には４５～５０％の削減を目指しています。 
一時的には改善コスト等も上昇しますが、中長期でみるとエネルギーコストの節約や合理化につ

ながっている様です。 
  
脱炭素化に向けてのビジネス変化 
〇 まず 再生エネルギー使用の増加（まずは太陽光か） 
〇 省エネ、断熱、サッシ、空調、水廻り、ヒートポンプ等 
〇 今後 ＥＶ増加 
    → Ｖ２Ｈ が急速に拡大しそうです。 
      ＥＶの電池を利用して家庭内の蓄電池の代用として、エネルギーより使用の効率化を

進める。 
  
環境・エネルギーに対す意識の変化 
先日、日経新聞の紙上にこんな見出しが目につきました。 
「住友林業、脱炭素化への取り組みで存在感」というもので、地球環境に気を配っている企業の

ランキングで昨年２０位から一気に６位に上昇しました。ＳＤＧｓや脱炭素化への取り組みが、株

価の上昇やブランド価値につながる時代を予感させます。 
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国産材への取り組み 一昨年のウッドショックはそもそも外材の供給不足から発生しました。 
今迄、国産材は外材の状況に翻弄されてきました。 
 しかし、脱炭素化の観点で見ると国産材、特に県産材利用では海外から化石燃料を多く消費

する外材に比べ温暖化ガスは１／２から１／４レベルに削減できます。 
 更に岐阜県では１億８千万ｍ３の森林資源があり（成長量０としても約３００年分）、資源量はど

んどん増えています。外材については価格の乱高下が大きく地政学的リスクや資源的問題で、

いつウッドショックの様な事態が発生するかもしれないという懸念があります。 
  
  ぎふの木ネットでの取り組み 
 ローカル・サプライチェーンの構築 
＜脱炭素化と木材安定価格 安定供給のプラットフォーム＞ 
〇山側、製材工場、ビルダー側との協定の下で、長期に亘り相互の信頼関係を基にしたサプラ

イチェーンの構築に取り掛かっています。 
今後、県産材流通の見える化に取り組んで参ります。 
脱炭素化パッケージの発表 
県産材、断熱材、サッシ、住設、太陽光発電等を組み合わせた脱炭素化パッケージの構築にも

取り掛かっており、会員のビルダー様別のパッケージも実現したいと考えています。 
  
  新分野への挑戦 
   新設住宅の減少は避けられない。 
  新たなビジネスチャンス 
 〇 空き家問題 
現在 ８２０万戸とこの２０年位で１．８倍に、２０３３年には２,１００万戸と大きく増え社会問題化。 
＜今後 行政との連携の下でビジネス化検討＞ 
 〇 リフォーム 
２０２１年 ６．７兆円 ２０２５年 ７兆円ほどで爆発的伸びはないものの安定的推移予測 
ぎふの木ネット リフォーム パッケージ予定 
 〇 非住宅 
今後 鉄・コンクリートから木への流れが加速しそうです。 
商社・メーカー・ビルダー連合でのプロジェクトチーム検討中 
４月１５日(土) 非住宅テーマの展示会予定 
 〇 オフィース・ラウンジ 
大手ＩＴメーカーとの共同プロジェクト進行中 
ビル内容の木質化推進 
  
   ぎふの木ネットの近未来 
脱炭素化と健康をキーワードに地方創生に貢献できる団体としてさらにパワーアップしてまいり

ます。皆様には更なるご協力をお願い申し上げます。 
  

 ＰＳ  

岐南町 ヤマガタヤ産業本社社屋 近くに木造にて（県産材トラス使用）倉庫を建設中、４月１５日

非住宅展示会に合わせ、見学会実施します。 
 

 

 

参加企業様のニュースになるようなネタを募集しております 
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 協議会では参加企業様にあったニュースを随時募集しております。 
 頂いたニュースは ぎふの木ネット協議会ＨＰ にて掲載・宣伝させて頂ければと思います。 
 例）物件情報 
   新商品情報 
   イベント情報 
   県産材商品情報 
   などなど・・ 

 

 

 

  参加企業さまの施工事例をお教えください  

 

 

 

ぎふの木ネット協議会のHPに施工事例として掲載させて頂く施工例を募集しております。  

過去に施工された物件等でぎふの木ネット仕様でなくても問題ありません。  

御社のこだわりや特徴のある物件を1～2件お送り頂けないでしょうか。 
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また、施工例を頂いたお客様は「企業・団体を探す」の各企業情報の下に「施工事例を見る」とい

うボタンをつけさせていただき、施工例と連動させて頂きます。 

  

【ご連絡先】 

ぎふの木ネット協議会 事務局 鷲見宛  

メール：info@gifunoki.net 

 

 

 

配布したい資料等ございますか？ 

 

 

事務局から、協議会の会員様に年 6 回程度「ぎふの木ネット通信」を発行しております。  

そこで、会員の皆様からの情報提供も募集したいと思っております。  

全ての会員様に送る機会に、会員の皆様にお知らせしたい内容などございましたら、ぎふの木

ネット協議会事務局までご連絡ください。  

チラシなどの印刷物の郵送をご希望の場合は、必要枚数をご提供頂けましたら、 郵送物の中に

同封させて頂きます。  

必要枚数に関しましては、お問い合わせ時に事務局からあたらめてご連絡をさせて頂きます。  

ぜひご活用くださいませ。 

 

【送り先】  

ぎふの木ネット協議会 事務局 鷲見宛  

メール：info@gifunoki.net 

 

 

 

ノベルティを募集しています 

 

 

ぎふの木ネット協議会やその活動の広報・キャンペーンをする際に配布するようなノベルティを募

集しています。  
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5,000円以下のノベルティで協議会で購入させて頂くことも考えておりますので、もしお持ちであ

ればご連絡を頂きたいです。 

  

ご協力のほどよろしくお願いいたします。  

 

【送り先】  

ぎふの木ネット協議会 事務局 鷲見宛  

メール：info@gifunoki.net 

 

 

 

ぎふの木ネット公式LINEのご案内 

 

 

ぎふの木ネット協議会の公式LINE をはじめました。 

 

 

  

協議会会員限定の得値情報、新商品情報、イ

ベント情報など配信していきます。  
まずは左横のボタンもしくは、下記のURLをク

リックしてください。  
 
https://lin.ee/bJzxDyA 

 

 

 

 

登録の詳しいやり方は下記のボタンからPDFをダウンロードしご確認ください。 
 

 

 

ぎふの木ネット公式LINEのご案内 

  
 

 

 

 

不動産情報について  
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ぎふの木ネット協議会ではHP内で不動産情報を公開しております。  
情報が必要な方は下記のURLよりご確認ください。 
  
https://gifunoki.net/estate/ 

 

 

 

 

① 物件のキャッチコピー 

② 写真5枚前後（比較的綺麗なもの）  

③ 特徴のある部分の説明 各100文字程度  

 

文章は御社のこだわりを伝えるのにPRとなると思っておりますので、  

ぜひ文章もお送りください。 

 

 

 

情報のご提供のほどよろしくお願いいたします。  

 

 

【送り先】  

ぎふの木ネット協議会 事務局 鷲見宛  

メール：info@gifunoki.net 
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グリーンデジタル＆イノベーション株式会社 (green-digital.co.jp) 

  
 

 

 

  

GDIは、工務店・木材関連事業者と森林資源とをDX（デジタルトランスフォーメーション）を通じ、

つなげるプラットフォーム構築を目指しています。 

「川下」領域を改善するサービス展開の一環となります。 

  

資材提案ツール 

注文住宅用にパッケージ化された標準資材をオンラインでいつでも閲覧できるツール。 

将来的に見積もりの自動作成機能や発注機能との連携を実現します。 

工程管理ツール 

現場監督の課題解決するツールで、コミュニケーションのスピードアップや作業効率の向上が図

れます。更に作業進歩に応じた適切なタイミングで資材発注・納入が可能となります。 

情報提供サービス・人材支援サービス 

今後工務店向けに情報提供や人材支援サービスも備えながら5月中旬の本番サービスを目指し

ています。 

  

キイノクスプロジェクト 

日本ユニシスは国産木材の流通、利活用を多様な分野の企業共創により推進する「キイノクス

プロジェクト」を発足させました。これは、国産木材の利活用を促進する事で自然環境、地球環境

の保全、地域経済の活性化など、様々な社会課題の解決を図り、林業、木材に関わる人、利用

する人等、関係する者がみんな豊かになる社会の創造を目指すものです。 

---いよいよ岐阜を舞台にスタート致します--- 

  

キイノクスサプライチェーン 
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会員の皆様に募集します  

 

 

ぎふの木ネット協議会では、会員の皆様からの下記4点についての情報を募集しています。  
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〇ぎふの木ネット仕様のモデルハウスの情報〇  

県産材を使ってつくられた住宅や公共施設の情報を募集しております。  

https://gifunoki.net/works/  

 

〇県産材を使った各種製品の情報〇  

県産材または国産材を使った各種製品やサービスの情報を募集しております。  

https://gifunoki.net/products/ 

 

 

 

県産材商品紹介 

  
 

 

 

 

 

〇不動産の情報〇  

売地や中古物件などの不動産情報を募集しております。  

https://gifunoki.net/estate/ginancyoutokuda/  

 

〇健康にかかわる商品の情報〇  

抗菌や除菌、ウイルスなどの除去ができる健康にかかわる商品を募集しております。 

 

HPに掲載させて頂くためURL先のような写真や必要な情報等をメールもしくはFAXにて事務局

までお送りくださいませ。 

  

問合せ先メールアドレス 

（info@gifunoki.net 担当：鷲見） 

 

 

 

会員専用ページ  
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会員様向けページを公開しました。ぎふの木ネットウエブサイトトップページ右上のボタンより入

れます。 

プレカットや共同購入についてなどの情報も充実しており、また会員様向けの核種サービスにつ

いてもご案内しておりますので、ぜひご確認ください。 

今後も新しい情報はこちらで発信していきます。 

  

会員専用ＩＤ:gifunokinet 

会員専用パスワード：gifunoki2019 

  

会員専用サイトの中の販促ツールの中に、ぎふの木ネットのバナーが設置されています。会員

の皆様のサイトにぜひ設置してください。 

https://member.gifunoki.net/promotion-tool/ 
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St Louis, MO 63127 


